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14)形態別人工歯排列基準を応用 したインプラ
ン ト埋入位置の決定方法
○浅野栄一朗
(歯学部同窓会 ・伊達デンタルクリニック)
【緒 言】近年超高齢社会で ある日本において,
フルマウスインプラン ト及び,そ の補綴方法に対
す る患者のニーズが高まってきている。従来のス
クリューオンデンチャータイプから,よ り天然歯
の形状に近いCr&Brに よる補綴方法について,
デンチャースペースと顎堤形状,顎 間関係の違い
を3つ のタイプに整理 し,その対処法を考察 した。
【症例概要】Case1.44歳男性 初診時の状況 は
上顎前歯部Br脱離,多 数歯同様による咀嚼障害。
殆 ど保存不可能な歯であった。右側顎関節の急性
復位性関節円板前方転位(Ⅲa型)。ヘビースモー
カー(1日30本程度)。
Case2.64歳男性 初診時の状況 は上下顎前歯
部Br脱 離,多 数歯同様 による咀嚼障害。殆 ど保
存不可能な歯であった。左側顎関節の急性復位性
関節 円板 前方転位(Ⅲa型)。下顎前歯部以外保
存不可能であった。
Case3.64歳女性 初診 時の状況 は上下顎前歯
部Br脱離,多 数歯同様による咀嚼障害。殆 ど保
存不可能な歯であった。右側顎関節の急性復位性
関節円板前方転位(Ⅲa型)。下顎前歯 部以外保
存不可能であった。
上記患者に対 し,歯 周組織検査,顎 機能検査,
レントゲン検査等により予後の診断を行った。
【考 察】まずは じめに全ての症例で,保 存不可
能な歯の抜去,暫 間義歯にて咀嚼機能と顎機能の
回復に努めた。インプラン ト埋入後プロビジョナ
ルCr&Brに よる咬合,顎 機能の回復改善,顎
間関係の確定後,最 終補綴物の装着という治療計
画に則 り遂行 した。
これ らの患者は本来あるべ き前歯部歯軸を,顎
堤形状の違いや リップサポー トとデ ンチャース
ペ ー ス 等 か ら 推 察 し,Square,Tapering,
Combinationの3つに分類 した。そ して最終補
綴物の理想的なインプラン ト埋入ポジシ ョンを明
確にし,適切なGBR,RidgeExpansion,sinusLift
等を施す事により,骨高,骨 幅,約1mmの 難症
例部位にインプラン ト埋入することがで き,Cr
&Brにて理想的な補綴処置 を施す事が出来た。
【結 語】今回は顎堤条件,顎 機能,咀 嚼機能,
嚥下機能,構 音機能,審 美機能,感 覚機能,呼 吸
機能,姿 勢維持等の諸問題 を抱えた症例 に対 して,
出来 うるだけ天然歯を有する健常者に近 しい口腔
機能の獲得が出来た事を報告 した。
